
　
昨
年
は
茨
城
・
つ
く
ば
、
今
年
は
埼
玉
・
越
谷
、
熊
谷
な
ど
と
竜
巻
に

よ
る
住
宅
被
害
が
続
い
て
い
る
。
最
近
竜
巻
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
な
ど
に
関
連
し
て
竜
巻
が
強
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
る
。
今
後
、
住
宅
も
竜
巻
に

対
し
て
何
ら
か
の
対
策
を
と
る
べ
き
な
の
か
。
と
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う

な
対
策
が
可
能
で
合
理
的
と
言
え
る
の
か
。
こ
こ
で
は
そ
の
辺
を
探
っ
て

み
る
こ
と
と
し
た
。

竜
巻
と
は

竜
巻
に
遭
遇
す
る
確
率
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ガ
ラ
ス
窓
の
破
損
が
屋
根
全
体
被
害
を
！

（気象庁

飛
散
物
に
よ
る

壁
面
や
ガ
ラ
ス

面
の
破
損

　
建
物
に
風
が
当
た
る
と
、

一
般
に
、
風
上
壁
面
に
は
外

か
ら
押
す
力
が
作
用
し
、
屋

根
面
に
は
上
向
き
に
引
き
剥

が
す
力
が
作
用
す
る
。
強
風

で
金
属
の
屋
根
葺
材
が
剥
が

や

ね

ふ

き

れ
た
り
、
瓦
が
飛
散
す
る
の

は
、
こ
の
屋
根
面
を
引
き
剥

が
す
力
に
よ
る
。
も
し
、
瓦

の
破
片
が
飛
ん
で
き
て
、
風

上
面
の
ガ
ラ
ス
窓
が
突
然
割

れ
た
と
す
る
と
、
風
が
建
物

内
に
一
挙
に
流
れ
込
ん
で
屋

根
を
下
か
ら
持
ち
上
げ
る
力

が
加
わ
り
、
屋
根
全
体
が
飛

散
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
下
地
材
や
骨
組
み
ご
と
屋

根
が
飛
ん
だ
例
の
ほ
と
ん
ど

が
、
飛
散
物
に
よ
る
ガ
ラ
ス

窓
の
破
損
が
原
因
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、

ガ
ラ
ス
窓
の

破
損
を
防
げ
ば
、
屋
根
全
体

飛
散
の
多
く
は
防
げ
る

の

で
あ
る
。

　
建
物
全
体
や
部
分
が
破
損

す
る
と
、
そ
れ
ら
が
飛
散
物

と
な
っ
て
風
下
建
物
の
ガ
ラ

ス
窓
、
壁
、
屋
根
な
ど
に
衝

突
し
、
新
た
な
被
害
が
生
じ

る
。
「
被
害
の
連
鎖
」
で
あ

る
。

　
写
真
は
飛
散
物
が
壁
面
や

ガ
ラ
ス
窓
に
衝
突
し
た
状
況

で
あ
る
。
飛
散
物
の
速
度

は
、
そ
の
場
の
風
速
と
同
程

度
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が
あ

り
、
例
え
ば
Ｆ
２
竜
巻
の
風

速
は
毎
秒

時
速
２
１

６

前
後
で
あ
り
、
新

幹
線
な
み
の
速
さ
で
角
材
や

瓦
が
激
突
す
る
。
木
製
の
壁

で
も
貫
通
で
き
、
ガ
ラ
ス
窓

で
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。

竜
巻
の
場
合
は
、
上
昇
気
流

に
よ
っ
て
飛
散
物
が
遠
く
ま

で
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
影
響
す

る
度
合
い
が
激
し
い
。

　
台
風
の
場
合
は
、
予
報
に

従
っ
て
多
く
の

人
が
雨
戸
や
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
閉

め
、
心
張
り
棒

な
ど
で
ド
ア
な

ど
を
補
強
す

る
。
表
を
歩
く

人
も
少
な
い
。

無
防
備
な
状
態

で
遭
遇
す
る
竜

巻
に
比
べ
る

と
、
飛
散
物
の

直
撃
に
よ
る
ガ

ラ
ス
窓
の
破
損

が
建
物
全
体
被
害
に
発
展
す

る
こ
と
や
、
人
的
被
害
の
可

能
性
が
は
る
か
に
小
さ
い
。

ガ
ラ
ス
窓
の
防
備
が
、
対
策

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
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多
く
の
竜
巻
は
発
達
し
た

特
殊
な
積
乱
雲
の
下
、
上
昇

気
流
に
伴
っ
て
発
生
す
る
。

強
い
積
乱
雲
は
一
般
に
雷
を

伴
っ
て
お
り
、
雹
が
降
る

ひ
ょ
う

こ
と
も
あ
る
。
台
風
は
螺
旋

ら
せ
ん

状
の
積
乱
雲
群
で
形
成
さ
れ

て
お
り
、
常
に
竜
巻
の
発
生

し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。
特

に
、
台
風
進
行
方
向
の
右
前

方
で
竜
巻
が
発
生
し
や
す

く
、
中
心
か
ら
数
百

離

れ
て
い
る
よ
う
な
場
所
で

も
、
強
い
突
風
が
吹
く
恐
れ

が
あ
る
。
今
年
の
越
谷
、
熊

谷
の
竜
巻
は
、
そ
の
よ
う
な

状
況
で
発
生
し
た
。

　
つ
く
ば
、
越
谷
、
熊
谷
な

ど
は
内
陸
部
で
あ
る
が
、
図

に
あ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の

竜
巻
の
多
く
は
海
岸
沿
い
で

発
生
し
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
パ

ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
海
上
竜
巻

が
上
陸
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
。
関
東
に
内
陸
部
で

の
竜
巻
が
多
い
の
は
、
大
き

く
平
野
部
が
広
が
っ
て
お

り
、
太
平
洋
側
か
ら
入
り
込

む
湿
っ
た
暖
気
が
内
陸
深
く

進
入
し
、
北
西
か
ら
の
寒
気

と
ぶ
つ
か
っ
て
大
気
が
不
安

定
に
な
る
状
況
が
、
内
陸
部

で
も
起
き
や
す
い
か
ら
で
あ

る
。

　
冬
季
に
日
本
海
上
で
急
激

に
発
達
す
る
爆
弾
低
気
圧
に

伴
う
寒
冷
前
線
や
、
強
い
北

西
季
節
風
に
よ
っ
て
発
達
す

る
積
乱
雲
に
起
因
す
る
竜
巻

も
多
い
。
季
節
的
に
は
台
風

の
影
響
も
あ
っ
て
９
月
が
ピ

ー
ク
で
あ
る
。

　
被
害
領
域
の
平
均
幅
は
約

１
０
０

、
平
均
長
さ
は
３

程
度
で
あ
る
が
、
大
規

模
な
竜
巻
は
被
害
幅
が
数
百

、
被
害
長
さ
が
数
十

程
度
と
な
る
。
強
い
竜
巻
ほ

ど
移
動
速
度
が
速
い
傾
向
が

あ
り
、
秒
速

時
速

程
度
に
も
な
る
。
遭

遇
す
る
と
走
っ
て
逃
げ
ら
れ

る
速
さ
で
は
な
い
。

　
竜
巻
の
強
さ
は
藤
田
ス
ケ

ー
ル
で
Ｆ
０

３
秒
瞬
間
風

速
毎
秒

―

、Ｆ
１

同

―

、
Ｆ
２

同

―

、
Ｆ
３

同

―

、
Ｆ
４

同

―
１
１
７

、

お
よ
び
Ｆ
５

同
１
１
８

―
１
４
２

の
６
段
階
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
気
象
庁

の
公
式
記
録
に
は
Ｆ
３
竜
巻

ま
で
し
か
な
い
が
、
研
究
者

に
よ
っ
て
は
Ｆ
４
竜
巻
も
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　　　　　　　
個
々
の
住
宅
な
ど
が
竜
巻

被
害
に
遭
遇
す
る
確
率
は
、

日
本
の
可
住
地
で
平
均
す
る

と
、
ほ
ぼ
４
万
年
に
１
度
程

度
で
、
Ｆ
２
竜
巻
以
上
と
な

る
と
さ
ら
に
一
桁
低
い
。
原

子
力
発
電
所
な
ど
は
別
と
し

て
、
こ
の
よ
う
に
極
端
に
ま

れ
な
事
象
に
ハ
ー
ド
面
で
対

処
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
合

理
性
を
欠
く
。
建
築
基
準
法

で
の
設
計
用
の
基
準
風
速

年
に
１
度
程
度

は
、

最
も
低
い
長
野
な
ど
で
Ｆ

１
、
東
京
な
ど
で
Ｆ
２
、
最

も
高
い
沖
縄
で
Ｆ
３
の
竜
巻

に
相
当
す
る
。
た
だ
し
、
一

般
の
在
来
工
法
に
よ
る
木
造

住
宅
の
耐
風
性
能
は
、
建
築

基
準
法
に
基
づ
い
て
構
造
計

算
を
行
う
よ
う
な
鉄
骨
造
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
よ
り

や
や
低
く
、
Ｆ
１
、
せ
い
ぜ

い
Ｆ
２
竜
巻
程
度
と
推
定
さ

れ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
竜

巻
の
４
分
の
３
が
Ｆ
１
以
下

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

し
か
る
べ
く
設
計
、
施
工
、

維
持
管
理
さ
れ
た
木
造
住
宅

で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
竜

巻
に
耐
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

に
は
条
件
が
あ
る
。

ガ
ラ

ス
窓
の
保
護
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
は
２
通
り
の
対
処

方
が
あ
る
。
一
つ
は
フ
ィ
ル

ム
入
り
合
わ
せ
ガ
ラ
ス
の
使

用
や
、
既
存
ガ
ラ
ス
窓
へ
の

フ
ィ
ル
ム
貼
付
な
ど
ハ
ー
ド

面
の
対
策
。
雨
戸
が
取
り
付

け
ら
れ
な
い
出
窓
な
ど
に
は

絶
対
に
お
薦
め
で
あ
る
。
前

者
は
か
な
り
高
価
で
あ
る

が
、
耐
風
性
能
、
耐
衝
撃
性

能
は
極
め
て
高
く
、
後
者
で

も
大
き
な
開
孔
や
ガ
ラ
ス
片

の
飛
散
を
防
止
で
き
る
。
こ

れ
ら
は

通
常
の
台
風
対
策

や
地
震
対
策
と
し
て
も
極
め

て
効
果
的

で
、
む
し
ろ
こ

の
点
が
現
実
的
効
用
で
あ

り
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
学

校
や
病
院
、
消
防
署
な
ど
災

害
時
に
機
能
確
保
の
必
要
な

建
物
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
必
要

と
考
え
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
ソ
フ
ト
面

の
対
策
。
竜
巻
に
は
必
ず
前

兆
現
象
が
あ
る
。
空
を
覆
う

黒
い
雲
と
雷
あ
る
い
は
雹
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
認
め
た

ら
、
雨
戸
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
、

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、
不
要
不

急
の
外
出
は
避
け
、
建
物
の

奥
に
待
機
す
る
。
我
慢
は
せ

い
ぜ
い
１
時
間
程
度
。
雷
は

年
間
そ
う
多
く
は
な
く
、
無

理
で
も
無
駄
な
対
応
で
も
な

か
ろ
う
。
こ
れ
で
万
一
の
建

物
全
体
被
害
や
け
が
な
ど
は

か
な
り
低
減
で
き
る
。
竜
巻

注
意
情
報
が
出
た
状
態
で
留

守
に
す
る
場
合
も
、
雨
戸
な

ど
は
閉
め
て
外
に
出
た
い
。

　
な
お
、
強
い
竜
巻
で
は
、

住
宅
の
屋
根
飛
散
の
み
な
ら

ず
、
土
台
を
残
し
て
上
屋
部

分
が
飛
散
す
る
ケ
ー
ス
な
ど

も
あ
る
。
接
合
部
で
の
耐
風

金
物
な
ど
の
使
用
は
、
通
常

の
台
風
対
策
、
地
震
対
策
と

し
て
も
必
須
で
あ
る
。
ま

た
、
土
台
や
柱
脚
な
ど
の
腐

朽
対
策
、
屋
根
葺
材
や
外
装

仕
上
材
お
よ
び
そ
れ
ら
の
緊

結
部
分
の
維
持
管
理
が
、
性

能
保
持
の
た
め
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
も
、
言
う
ま
で

も
な
い
。


